
２０２４年１０月２０日
北海道保健福祉部地域医療課

地域医療構想等について
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南檜山
総 0（0%）
急▲21（15%）
回 0（0%）

道 南

道 央

道 北

オホーツク

十 勝

釧路・根室

南渡島
総▲418（37%）
急▲365（27%）
回 110（11%）

富良野
総▲ 67（291%）
急▲113（59%）
回 89（50%）

宗谷
総▲73（38%）
急▲89（29%）
回 24（14%）

上川北部
総▲127（67%）
急▲167（83%）
回 118（67%）

留萌
総▲133（67%）
急▲ 46（27%）
回 12（11%）

上川中部
総▲468（39%）
急▲306（20%）
回 230（22%）

遠紋
総▲282（77%）
急▲213（60%）
回 139（59%）

北網
総▲256（44%）
急▲563（64%）
回 95（15%）

北空知
総 0（0%）
急▲42（57%）
回 42（27%）

中空知
総▲186（46%）
急▲154（50%）
回 0（0%）

札幌
総▲1,544（11,877%）
急▲1,325（27%）
回 514（8%）

南空知
総▲358（84%）
急▲110（16%）
回▲ 2 （▲1%）

後志
総▲578（128%）
急▲180（23%）
回 102（18%）

北渡島檜山
総▲335（77%）
急▲176（67%）
回 139（101%）

西胆振
総▲463（46%）
急▲159（41%）
回▲263（▲641%）

東胆振
総▲311（▲229%）
急▲148（32%）
回 96（16%）

日高
総▲20（▲250%）
急 0（0%）
回 0（0%）

十勝
総▲193（39%）
急▲493（62%）
回 625（92%）

釧路
総▲118（19%）
急▲207（29%）
回 208（40%）

根室
総▲97（100%）
急 46（▲21%）
回 0（0%）

全道計
総▲6,027（76%）
急▲4,831（33%）
回 2,278（16%）

2025年の必要量に対する進捗率
【凡例】
総 R4病床数-H28病床数（左記/（2025必要量
－H28病床数））

※総:総病床数
急:高度急性期＋急性期病床数
回:回復期病床数

※H28,R4:病床機能報告の報告値

病床機能報告推移【許可病床・全道】
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将来推計人口（折れ線グラフ・圏域別）・病床機能報告 ～ 後志
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R6.10.10 中空知圏域がモデル区域に決定



医療施設従事医師数等 令和6年10月20日
北海道地域医療構想調整会議協議会意見交換
会

圏  域  名
人口 10 万
対 医 師 数

全 道 と の
比 較

1 上 川 中 部 353.4 139.1%
2 札 幌 299.8 118.0%
3 中 空 知 263.3 103.7%
4 南 渡 島 255.9 100.7%
5 西 胆 振 234.3 92.3%
6 北 空 知 214.5 84.4%
7 後 志 205.8 81.0%
8 十 勝 197.8 77.9%
9 上 川 北 部 196.1 77.2%

10 釧 路 191.9 75.5%
11 南 空 知 172.9 68.1%
12 東 胆 振 171.0 67.3%
13 北 網 156.1 61.4%
14 遠 紋 145.5 57.3%
15 北 渡 島 檜 山 137.8 54.3%
16 富 良 野 137.7 54.2%
17 留 萌 136.8 53.8%
18 南 檜 山 134.7 53.0%
19 宗 谷 113.9 44.8%
20 根 室 105.6 41.6%
21 日 高 94.7 37.3%

254.0 100.0%
262.1 103.2%全 国

北 海 道

全道 市部 町村部

327,444 13,058 12,264 794 札幌 7,177 北渡島檜山 44

(100.0%) (93.9%) (6.1%) (55.0%)

262.1 254.0 288.2 89.8 上川中部 353.4 日高 94.7

(100.0%) (113.5%) (35.4%) (139.1%)

全  国区  分
北　　海　　道

最小圏域最大圏域

人口10 万対
医 師 数

医 療 施 設
従 事医 師数

(37.3%)

(0.3%)

宗谷

113.9人

南空知

172.9人札幌

299.8人

上川中部

353.4人

留萌

136.8人

上川北部

196.1人

遠紋

145.5人

十勝

197.8人

釧路

191.9人

根室

105.6人

北網

156.1人
北空知

214.5人

中空知

263.3人

後志

205.8人

東胆振

171.0人

富良野

137.7人

日高

94.7人

南檜山

134.7人

西胆振

234.3人北渡島檜山

137.8人

南渡島

255.9人

道内の人口10万人当
たり医療施設従事医
師数は、平成12年に
初めて全国平均を上
回ったが、平成22年
から再び全国平均を
下回っている

人口10万人当たり医
療施設従事医師数
は、全道平均
（254.0）以上は4圏
域、平均の50％未満
は3圏域

医療施設従事医師は約半数が札
幌圏域に集中。また、人口10万
人当たり医師数の最大と最小圏
域の差は約3.8倍となっている

厚生労働省「令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計
（調査）」 13
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■これまで増加傾向にあった道内で就業する看護職員は、令和4年の調査で初めて減
少。

（衛生行政報告例・看護職員業務従事者
届）

北海道の看護職員就業者数の推移（H2～R4 各12月末現在）
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（看護職員業務従事者届）

人口１０万対看護職員就業状況（常勤換算・二次医療圏別）（R4.12月末現在）

■本道の人口10万対看護職員数は、全国平均を上回っているものの、全国平
均を下回る第二次医療圏がある。（東胆振、日高、富良野、宗谷、根室）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成24年

平成26年

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

看 護 職 員

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

■道内で就業する看護職員は、若年層の割
合

が減少し、50歳以上の割合が増加傾
向。

（看護職員業務従事者届）
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年齢階級別構成割合（H2～R4  各12月末現在）
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大学３年課程 短大３年課程 養成所３年課程 養成所２年課程

５年一貫校 准看護師養成所 高校衛看 保健師

助産師 養成所（看護師総数） 養成所（准看護師総数）
（看護師等養成所入学及び卒業生就業状況調査）

看護師等学校養成所定員の推移



1,537 1,487 1,487 1,527 1,607 1,597 1,637 1,637 1,637 1,587 
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看護師（３年課程）と大学の入学者数及び充足率（H25～R4）

■大学志向の高まりにより、３年課程の養成所では、定員割れが生じている。

（看護師等養成所入学及び卒業生就業状況調査）
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看護師（３年課程）と大学の入学者数及び充足率（H25～R4）

■少子化により、高卒者数は減少しているものの、看護師養成所への入学者割合は概ね6%台で維持。

（学校基本調査・看護師等養成所入学及び卒業生就業状況調査）



北海道における看護職員確保対策
◆新規養成

看護職を志望する動機となるよう看護の魅力などを知る普及啓発
や道内で就業する看護職員の安定的な確保に向けた看護職員養成所
の運営支援など
◆就業定着（離職防止）

院内保育所の運営支援や新人看護職員を対象に研修を実施する医
療機関や訪問看護ステーションの取組の支援など
◆再就業促進

離職時の届出制度を有効に活用し、北海道ナースセンターによる
復職支援やハローワークと連携した就業相談会の実施など
◆領域偏在解消に向けた人材育成

訪問看護への就業促進に向けた研修の実施や特定行為研修の受講
支援など
◆地域偏在解消

地域応援ナースの派遣や修学資金の貸付けの実施など

20



１ 地域医療構想アドバイザーの役割
◯ 厚生労働省では、平成30年度から都道府県の推薦を踏まえて、都道府県ごとの「地域医療構想アドバイザー」を

養成。構想の進め方に関して調整会議事務局に助言を行う役割、調整会議に参加し、議論が活性化するよう参加者
に助言を行う役割を担うことを想定。

◯ 道では、次の役割を担っていただいています。

(1) 各圏域調整会議の活性化に向けた支援
各圏域調整会議に可能な限り参加し、議論の活性化に向けた助言・論点提起や事例紹介等の支援をいただいて

います。（これまでに、計21圏域（延べ39回）の調整会議等に参加。）

(2) 都道府県単位の調整会議に関する支援
地域医療専門委員会や地域医療構想調整会議協議会への参加・助言など、効果的な運営に向けた支援をいただ

いています。

(3) 厚生労働省が主催するアドバイザー会議への出席
国における地域医療構想の動きや全国的な事例の共有を行う会議に参加いただいています。

２ 地域医療構想アドバイザー
◯ 北海道の「地域医療構想アドバイザー」には、次の４名の先生に就任いただいています。

・ 佐古 和廣 氏（名寄市立総合病院名誉院⾧） ／ 名寄市立総合病院から推薦
・ 西澤 寬俊 氏（北海道病院協会常務理事） ／ 北海道病院協会から推薦
・ 笹本 洋一 氏（北海道医師会参与） ／ 北海道医師会から推薦
・ 荒木 啓伸 氏（北海道医師会常任理事） ／ 北海道医師会から推薦

地域医療構想アドバイザー
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地域医療構想アドバイザーの略歴

佐古 和廣氏
(さこ かずひろ）

Ｓ50.3月 北海道大学医学部卒業

Ｈ5.4月 名寄市立総合病院
診療部⾧

Ｈ6.4月 旭川医科大学
脳神経外科講師

Ｈ10.4月 名寄市立総合病院
副院⾧

Ｈ15.4月 名寄市立総合病院
病院⾧

Ｈ25.4月 名寄市立総合病院
～現在 名誉院⾧

Ｈ25.4月 名寄東病院 病院⾧

Ｈ28.4月 名寄市立大学 学⾧

Ｒ元.6月 北海道医師会 副会⾧
～現在

R2.9月 上川北部医療連携推
～現在 進機構 理事⾧

R4.4月 旭川医科大学理事
～現在

西澤 寬俊氏
（にしざわひろとし）

S46.3月 札幌医科大学医学部卒業

S60.1月 医療法人
～現在（現 社会医療法人）

恵和会 理事⾧

H15.4月 公益社団法人
～H19.3月 全国老人保健施設協会

副会⾧

Ｈ18.8月 北海道病院協会理事⾧

H19.3月 北海道病院協会常務理事
～現在

Ｈ19.3月 厚生労働省
社会保障審議会

（医療部会）委員

Ｈ19.4月 公益社団法人
全日本病院協会 会⾧

H23.４月 一般社団法人
～現在 北海道老人保健施設

協議会 名誉会⾧

H25.12月 一般社団法人
～現在 日本社会医療法人

協議会 会⾧

H29.6月 公益社団法人
～現在 全日本病院協会 名誉会⾧

笹本 洋一氏
（ささもとよういち）

Ｓ59.3月 北海道大学医学部卒業

H9.4月 北海道大学医学部
附属病院眼科
文部教官講師

Ｈ13.4月 ささもと眼科
～現在 クリニック院⾧

Ｈ19.4月 北海道大学病院客員
～現在 臨床教授

Ｈ19.4月 札幌医科大学医学部
～現在 臨床教授

Ｈ24.4月 北海道眼科医会 副会⾧
～R2.2月

Ｈ25.4月 北海道医師会常任理事
～Ｒ5.6月

Ｈ26.9月 日本医師会地域医療
～Ｒ5.6月 対策委員会委員

R2.2月 北海道眼科医会 会⾧
～現在

R5.6月 日本医師会 常任理事
～現在

R5.6月 北海道医師会 参与
～現在

荒木 啓伸氏
（あらきひろのぶ）

Ｈ14.3月 札幌医科大学医学部卒業

Ｈ19.3月 札幌医科大学大学院医学
研究科（博士課程)修了

Ｈ17.4月 札幌市医師会
～H25.6月 北区支部幹事

Ｈ21.4月 札幌市医師会
政策委員会委員

Ｈ22.4月 医療法人社団荒木病院
～現在 院⾧

Ｈ23.1月 日本医師会将来
～H24.2月 ビジョン委員会委員

Ｈ25.6月 札幌市医師会理事
～R元.6月

Ｒ元.6月 北海道医師会
～現在 常任理事

Ｒ2.9月 日本医師会学校保健
～現在 委員会委員


